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体
制
転
換
と
作
品
解
釈
に
お
け
る
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
変
容辻　

河　

典　

子

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
ロ
ッ
ク
オ
ペ
ラ
『
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
〔Istvá

n
, a

 

kirá
ly

〕』
が
一
九
八
三
年
八
月
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
初
演
さ
れ
て
か
ら
三
〇

周
年
を
記
念
し
た
公
演
を
、
一
九
八
九
―
九
〇
年
の
体
制
転
換
か
ら
二
〇

年
以
上
が
経
過
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会
の
変
容
を
参
照
し
な
が
ら
分
析
す

る
。

　
『
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
』
は
一
九
八
三
年
八
月
一
八
日
に
ブ
ダ
ペ

シ
ュ
ト
の
市
立
公
園V

áro
sliget

内
の
丘
1

で
野
外
劇
と
し
て
初
演
さ

れ
た
ロ
ッ
ク
オ
ペ
ラ
で
、
一
〇
世
紀
を
舞
台
に
、
カ
ル
パ
チ
ア
盆
地
に
定

住
し
た
マ
ジ
ャ
ル
人
の
キ
リ
ス
ト
教
受
容
と
西
方
キ
リ
ス
ト
教
世
界
へ

の
参
入
、
そ
れ
に
伴
う
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
一
世
の
戴
冠
と
中
世
ハ
ン

ガ
リ
ー
王
国
の
成
立
を
題
材
と
し
た
歴
史
劇
で
あ
る
。
作
詞
は
ブ
ロ
ー

デ
ィ
・
ヤ
ー
ノ
シ
ュB

ró
d
y Ján

o
s

、
作
曲
は
セ
レ
ー
ニ
・
レ
ヴ
ェ
ン
テ

Szö
rén

yi Leven
te

と
、
共
に
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
の
ハ
ン

ガ
リ
ー
を
代
表
す
る
ロ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
の
イ
ッ
レ
ー
シ
ュIllés

の
メ
ン

バ
ー
が
制
作
に
携
わ
っ
た
。
上
演
会
場
が
変
更
さ
れ
る
ほ
ど
に
上
演
前
か

ら
本
作
は
大
き
な
関
心
を
呼
び
2
、
上
演
は
八
月
二
一
日
ま
で
行
わ
れ
た
。

翌
年
に
は
コ
ル
タ
イ
・
ガ
ー
ボ
ルK

o
ltay G

áb
o
r

を
監
督
と
し
て
こ
の
時

に
収
録
さ
れ
た
映
像
を
用
い
て
映
画
化
も
さ
れ
た
。
一
九
八
四
年
八
月
に

は
南
部
の
都
市
セ
ゲ
ド
の
大
聖
堂
広
場
に
設
け
ら
れ
た
野
外
劇
場
で
再
演

さ
れ
3
、
そ
の
後
も
劇
場
で
の
再
演
や
国
営
ラ
ジ
オ
で
の
部
分
的
な
放
送

が
度
々
行
わ
れ
た
。
本
作
は
国
外
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
受

容
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
文
化
を
代
表
す
る
作
品
と

し
て
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
や
西
ド
イ
ツ
な
ど
他
国
と
の
文
化
交
流
行
事
の

際
に
も
紹
介
さ
れ
た
4
。
こ
の
よ
う
に
『
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
』
が

	
近
年
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
事
例
に

特
集
●
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョン
・
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョン
・
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
チ
ュア
リ
テ
ィ
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異
例
な
ま
で
の
成
功
を
収
め
た
背
景
と
し
て
、
民
族
の
過
去
の
儀
礼
を
呼

び
覚
ま
し
て
共
同
体
を
礼
賛
す
る
と
い
う
大
衆
の
間
で
の
要
求
に
こ
の
作

品
が
注
目
し
た
こ
と
が
当
時
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
5
。
体
制
転
換
後
も

本
作
は
再
演
が
繰
り
返
さ
れ
、
広
く
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　
『
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
』
は
歴
史
劇
で
は
あ
る
が
時
代
考
証
は
厳

密
で
は
な
く
、
多
様
な
解
釈
が
可
能
で
あ
る
6
。
そ
の
中
で
も
、
作
品
の

主
軸
で
あ
る
主
人
公
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
と
そ
の
親
族
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
と

の
対
立
を
一
九
五
六
年
秋
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
と
そ
の
後
の
ハ
ン
ガ
リ
ー

政
治
に
擬
え
る
解
釈
は
上
演
当
初
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
7
。
す
な
わ
ち
、

ロ
ー
マ
教
会
の
支
援
を
受
け
て
戦
い
に
勝
利
し
て
国
王
と
な
っ
た
イ
シ
ュ

ト
ヴ
ァ
ー
ン
を
一
九
五
六
年
秋
の
改
革
の
動
き
を
軍
事
介
入
で
制
圧
し
た

ソ
連
の
支
援
を
受
け
て
政
権
の
座
に
就
い
た
カ
ー
ダ
ー
ル
・
ヤ
ー
ノ
シ
ュ

K
ád

ár Ján
o
s

と
重
ね
、
マ
ジ
ャ
ル
人
の
部
族
的
な
伝
統
を
重
視
し
て
外

部
か
ら
の
干
渉
を
排
除
す
べ
く
信
念
を
持
っ
て
戦
い
に
赴
い
て
敗
れ
た
コ

ッ
パ
ー
ニ
ュ
を
一
九
五
六
年
秋
の
改
革
を
求
め
る
動
き
の
中
で
首
相
に
復

帰
し
て
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
か
ら
の
離
脱
な
ど
ハ
ン
ガ
リ
ー
独
自
の
道

を
目
指
し
た
が
ソ
連
軍
の
軍
事
介
入
後
に
逮
捕
・
処
刑
さ
れ
た
ナ
ジ
・
イ

ム
レN

agy Im
re

と
重
ね
る
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
但
し
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
版
の
制
作
に
携
わ
っ
た
者
た
ち
へ
の
そ
の
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
参
照

す
る
限
り
、
制
作
側
が
こ
の
解
釈
を
当
初
か
ら
意
図
し
て
い
た
と
は
言
い

難
い
8
。
ま
た
、
初
演
直
後
か
ら
セ
レ
ー
ニ
と
ブ
ロ
ー
デ
ィ
に
よ
る
イ
シ

ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
神
格
化
の
試
み
は
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
9
、
当
時
の
反

体
制
派
の
間
で
も
本
作
の
解
釈
は
分
か
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
体
制
側
に
よ

る
カ
ー
ダ
ー
ル
の
神
格
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
批
判
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
10
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、『
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
』
を
カ
ー

ダ
ー
ル
体
制
下
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
結
び
つ
け
て
解
釈
す
る
こ
と
に
は
一
九

八
〇
年
代
当
時
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
っ
た
。

　

体
制
転
換
を
経
て
ソ
連
と
い
う
外
部
か
ら
の
干
渉
を
解
消
し
た
一
九
九

〇
年
代
以
降
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
治
・
社
会
の
変
化
が
こ
の
作
品
が
持
つ
ア

ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
も
た
ら
し
た
変
化
に
関
す
る
考
察
は
、
後
述
す
る
よ

う
に
制
作
者
た
ち
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
再
演
時
の
劇
評
で
指
摘
さ
れ
る

程
度
で
あ
る
。
一
方
で
、
一
九
八
九
―
九
〇
年
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
進
行
し

た
「
一
九
五
六
年
」（
お
よ
び
象
徴
と
し
て
の
ナ
ジ
）
の
再
評
価
は
体
制
転

換
を
象
徴
す
る
出
来
事
で
あ
っ
た
た
め
11
、
現
在
で
も
旧
反
体
制
派
を
源

流
と
す
る
右
派
を
中
心
に
本
作
を
体
制
転
換
に
至
る
道
筋
を
作
っ
た
作
品

だ
と
捉
え
る
見
解
が
根
強
い
12
。
そ
の
中
に
は
「『
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ

ー
ン
』
は
今
日
で
は
永
遠
の
価
値
を
持
つ
古
典
的
で
民
族
的
な
ロ
ッ
ク
オ

ペ
ラ
と
な
っ
た
」
と
ま
で
評
し
13
、
体
制
転
換
お
よ
び
そ
れ
を
原
点
と
し

た
現
在
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会
を
理
解
す
る
上
で
の
一
種
の
正
典
と
し
て
位

置
づ
け
る
立
場
も
見
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

　

以
上
の
状
況
か
ら
、
本
稿
で
は
二
〇
一
三
年
に
初
演
か
ら
三
〇
周
年
を

記
念
し
て
ア
ル
フ
ェ
ル
デ
ィ
・
ロ
ー
ベ
ル
トA

lfö
ld

i R
ó
b
ert

が
演
出
し

た
『
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
』
と
そ
れ
に
対
す
る
批
判
を
対
象
と
し
て
、

体
制
転
換
か
ら
二
〇
年
以
上
を
経
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会
で
本
作
が
持
っ
た

ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
考
察
す
る
。
ま
ず
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
の
『
国
王
イ
シ

ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
』
を
紹
介
し
た
後
、
二
〇
一
三
年
の
ア
ル
フ
ェ
ル
デ
ィ
演
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出
版
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
と
比
較
し
、
提
示
さ
れ
た
主
な
批
判
を
整
理
す
る
。

そ
の
上
で
本
作
を
通
じ
て
、
体
制
転
換
か
ら
二
〇
年
以
上
を
経
た
ハ
ン
ガ

リ
ー
社
会
の
分
析
を
行
う
。

　
『
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
』
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
版

は
初
演
か
ら
二
五
周
年
を
記
念
し
て
二
〇
〇
八
年
に
発
売
さ
れ
た
一
九
八

四
年
の
映
画
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
14

を
、
ア
ル
フ
ェ
ル
デ
ィ
演
出
版
（
三
〇
周
年
記

念
版
）
は
二
〇
一
三
年
に
発
売
さ
れ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
15

を
参
照
す
る
。
劇
評
に

つ
い
て
は
一
般
的
な
受
容
の
状
況
を
調
べ
る
た
め
に
左
派
系
日
刊
紙
『
人

民
の
自
由N

épsza
ba

d
sá

g

』16
、
右
派
系
日
刊
紙
『
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
民

M
a

gya
r N

em
zet

』17
、
お
よ
び
ポ
ー
タ
ル
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
トIn

d
ex.

h
u

、
中
道
系
経
済
誌h

vg

の
オ
ン
ラ
イ
ン
版
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
記
事

を
参
照
す
る
。

一
　『
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
』
の
作
品
概
要

一
︱
一
　
あ
ら
す
じ

　
『
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
』
は
「
遺
産A

z Ö
rö

rk
ség

」、「
エ
ス
テ

ル
ゴ
ムE

sztergo
m

」「
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
首
領K

o
p
p
án

y vezér

」「
国
王

イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ンIstván

, a k
irály

」
の
四
幕
か
ら
成
る
。
以
下
で
は

一
九
八
三
年
初
演
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
の
映
像
を
使
っ
た
映
画
を
参
照
し
て

あ
ら
す
じ
を
整
理
し
た
い
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
Ｌ
・ｖ
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
一

世
を
題
材
と
し
た
『
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
王
』
の
序
曲
（
変
ホ
長
調
）
が
流
れ
た

後
、
第
一
幕
「
遺
産
」
が
良
き
支
配
者
に
つ
い
て
聴
衆
に
問
い
か
け
る
イ

ッ
レ
ー
シ
ュ
の
歌
「
君
は
誰
を
選
ぶ
？
」
か
ら
始
ま
る
18
。
マ
ジ
ャ
ル
人

の
大
首
領
ゲ
ー
ザ
に
招
か
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
会
（
ロ
ー
マ
教
会
）
の
宣
教

師
た
ち
が
到
着
し
、
ゲ
ー
ザ
の
息
子
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
は
バ
イ
エ
ル
ン

公
の
娘
ギ
ゼ
ラ
と
結
婚
し
て
配
下
の
民
た
ち
か
ら
祝
福
を
受
け
る
。
同
じ

頃
、
マ
ジ
ャ
ル
人
の
旦
那
衆
三
人
は
人
間
の
誘
惑
へ
の
弱
さ
を
歌
っ
て
い

た
。
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
の
娘
レ
ー
カ
は
教
会
で
祈

っ
て
い
た
が
、
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
の
従
者
ラ
ボ
ル
ツ
は
彼
女
に
間
も
な
く
大

首
領
と
な
る
自
分
の
父
親
を
頼
る
よ
う
に
告
げ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
が
わ
か

ら
な
い
神
は
必
要
な
い
と
伝
え
る
。
ゲ
ー
ザ
が
亡
く
な
り
、
葬
儀
が
キ
リ

ス
ト
教
式
で
執
り
行
わ
れ
た
。
そ
の
葬
儀
の
場
で
自
ら
ゲ
ー
ザ
が
取
り
組

ん
だ
こ
と
を
継
ぐ
旨
を
誓
う
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
に
対
し
、
親
族
（『
千

年
紀
転
換
期
』
に
よ
れ
ば
大
お
じ
）
の
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
が
マ
ジ
ャ
ル
人
の

伝
統
に
従
え
ば
自
ら
が
後
継
者
で
あ
る
と
主
張
し
て
対
立
す
る
。
イ
シ
ュ

ト
ヴ
ァ
ー
ン
は
キ
リ
ス
ト
教
の
神
に
従
う
以
外
に
道
は
な
い
と
答
え
、
両

者
は
双
方
の
支
持
者
が
気
勢
を
上
げ
る
中
に
取
り
囲
ま
れ
る
。

　

第
二
幕
「
エ
ス
テ
ル
ゴ
ム
」
の
エ
ス
テ
ル
ゴ
ム
と
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
王

国
成
立
後
に
国
王
の
拠
点
と
さ
れ
た
地
で
あ
る
。
レ
ー
カ
や
民
た
ち
が
平

和
を
祈
り
、
吟
遊
詩
人
た
ち
が
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
幸
せ
を
願
う
が
、

彼
ら
が
ゲ
ー
ザ
の
時
代
の
栄
光
に
つ
い
て
歌
い
始
め
る
と
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ

ー
ン
の
母
シ
ャ
ロ
ル
ト
は
止
め
さ
せ
る
。
そ
こ
に
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
の
使
者

と
し
て
ラ
ボ
ル
ツ
が
訪
れ
、
伝
統
に
従
っ
て
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
が
大
首
領
と
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な
る
た
め
に
未
亡
人
と
な
っ
た
シ
ャ
ロ
ル
ト
を
娶
る
こ
と
を
依
頼
す
る
が
、

シ
ャ
ロ
ル
ト
は
拒
絶
し
、
ラ
ボ
ル
ツ
は
直
ち
に
処
刑
さ
れ
る
。
こ
れ
を
見

た
先
の
旦
那
衆
三
人
は
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
に
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
を
文
明
化

さ
れ
て
い
な
い
と
嗤
う
が
、
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
は
逆
に
彼
ら
を
遠
ざ
け

る
。
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
は
母
シ
ャ
ロ
ル
ト
か
ら
強
く
な
る
よ
う
に
励
ま

さ
れ
る
が
、
逡
巡
は
尽
き
な
か
っ
た
。
同
じ
頃
、
ギ
ゼ
ラ
は
ド
イ
ツ
か
ら

の
騎
士
の
一
人
ヴ
ェ
ツ
ェ
リ
ン
と
過
ご
し
、
政
治
に
は
う
ん
ざ
り
だ
と
歌

う
。
彼
女
は
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
と
の
子
供
を
欲
し
、
ヴ
ェ
ツ
ェ
リ
ン
は

戦
い
と
領
地
を
欲
し
て
い
た
。
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
は
マ
ジ
ャ
ル
人
の
公

と
し
て
選
ば
れ
、
民
か
ら
の
祝
福
を
受
け
る
。
祝
宴
の
後
に
独
り
に
な
っ

た
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
と
神
に
祈
る
。
イ
シ
ュ
ト

ヴ
ァ
ー
ン
に
密
か
に
心
を
寄
せ
る
レ
ー
カ
は
そ
の
姿
を
陰
で
見
つ
め
て
い

た
。

　

第
三
幕
「
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
首
領
」
は
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
と
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ

ー
ン
が
戦
い
へ
と
進
ん
で
い
く
様
を
描
く
。
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
は
彼
付
き
の

祈
祷
師
ト
ル
ダ
と
共
に
配
下
の
民
た
ち
に
自
由
を
求
め
て
立
ち
上
が
る
こ

と
を
呼
び
か
け
、
民
た
ち
か
ら
熱
狂
的
な
支
持
を
受
け
る
。
コ
ッ
パ
ー
ニ

ュ
の
三
人
の
妻
た
ち
は
彼
を
男
と
し
て
称
え
る
が
、
彼
の
意
識
は
来
た
る

べ
き
戦
い
に
向
い
て
い
た
。
そ
こ
を
訪
れ
た
前
出
の
旦
那
衆
三
人
が
イ
シ

ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
暗
殺
を
勧
め
る
が
、
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
は
彼
ら
を
追
い
払

う
。
彼
は
ト
ル
ダ
に
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
と
公
正
に
戦
う
こ
と
を
告
げ
、

伝
統
宗
教
の
助
け
を
求
め
る
。
レ
ー
カ
は
父
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
に
対
し
、
彼

が
裏
切
り
者
と
し
て
四
つ
裂
き
に
さ
れ
る
夢
を
見
た
こ
と
を
伝
え
て
戦
い

の
回
避
を
求
め
る
が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン

も
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
の
前
に
現
れ
、
ロ
ー
マ
（
西
方
キ
リ
ス
ト
教
）
を
受
容

す
る
の
で
あ
れ
ば
指
導
者
の
地
位
を
明
け
渡
す
こ
と
を
打
診
す
る
が
、
コ

ッ
パ
ー
ニ
ュ
は
こ
れ
を
拒
ん
だ
。
ト
ル
ダ
は
血
塗
ら
れ
た
剣
を
コ
ッ
パ
ー

ニ
ュ
に
与
え
、
彼
が
勝
利
す
れ
ば
マ
ジ
ャ
ル
人
に
輝
か
し
い
未
来
が
待
っ

て
い
る
で
あ
ろ
う
と
予
言
す
る
。
つ
い
に
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
軍
と
コ
ッ

パ
ー
ニ
ュ
軍
は
入
り
乱
れ
て
戦
い
、
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
は
戦
死
す
る
。

　

第
四
幕
「
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
」
は
吟
遊
詩
人
が
戦
い
の
犠
牲
者

を
追
悼
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
側
に
つ
い
た
者

た
ち
は
勝
利
の
宴
を
開
き
、
褒
賞
を
求
め
る
。
そ
こ
に
レ
ー
カ
が
現
れ
て

父
の
遺
体
の
引
き
取
り
を
切
望
す
る
。
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
は
心
を
動
か

さ
れ
る
が
、
母
シ
ャ
ロ
ル
ト
が
彼
女
を
追
い
返
す
。
シ
ャ
ロ
ル
ト
は
見
せ

し
め
の
た
め
に
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
の
遺
体
を
四
つ
裂
き
に
す
る
よ
う
に
命
じ

る
。
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
は
深
く
悩
ん
で
神
に
祈
る
が
、
最
終
的
に
母
の

決
定
に
従
い
、
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
の
遺
体
は
四
つ
裂
き
に
さ
れ
る
。
イ
シ
ュ

ト
ヴ
ァ
ー
ン
は
エ
ス
テ
ル
ゴ
ム
大
司
教
ア
ス
ト
リ
ク
の
下
で
ハ
ン
ガ
リ
ー

国
王
と
し
て
戴
冠
し
、
民
た
ち
か
ら
祝
福
を
受
け
る
。
王
と
し
て
イ
シ
ュ

ト
ヴ
ァ
ー
ン
は
神
に
「
私
は
王
で
す
。
神
よ
、
あ
な
た
の
意
思
で
、
全
て

の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
王
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
人
民
た
ち
の
国
に
し
た
い

と
私
は
願
い
ま
す
。
あ
な
た
と
共
に
、
神
よ
。
し
か
し
あ
な
た
抜
き
で
」

と
語
り
か
け
る
。
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一
︱
二
　﹃
千
年
紀
転
換
期
﹄
か
ら
の
改
変

　
『
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
』
は
劇
作
家
ボ
ル
デ
ィ
ジ
ャ
ー
ル
・
ミ
ク

ロ
ー
シ
ュB

o
ld

izsár M
ik

ló
s

が
一
九
七
二
年
か
ら
一
九
七
四
年
に
か

け
て
制
作
し
た
戯
曲
『
千
年
紀
転
換
期E

zred
ford

u
ló

』（
一
一
幕
＋
一

三
幕
の
二
部
構
成
で
一
九
八
一
年
に
雑
誌
『
劇
場Szín

h
á

z

』
で
発
表
、

書
籍
化
さ
れ
た
の
は
一
九
九
〇
年
）19
が
下
敷
き
と
な
っ
て
い
る
。『
国

王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
―
ン
』
は
四
幕
構
成
だ
が
、『
千
年
紀
転
換
期
』
で
は
最

後
か
ら
二
つ
目
の
場
面
と
最
後
の
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
戴
冠
の
場
面
を

除
い
て
特
に
タ
イ
ト
ル
は
付
い
て
い
な
い
。
ブ
ロ
ー
デ
ィ
へ
の
二
〇
〇
八

年
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
ボ
ル
デ
ィ
ジ
ャ
ー
ル
も
彼
と
同
じ
く
作

品
の
照
準
を
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
と
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
の
対
立
に
合
わ
せ
て

い
た
の
で
、
二
人
は
そ
の
上
演
を
い
つ
か
は
実
現
さ
せ
る
と
い
う
意
欲
を

持
っ
て
話
し
合
っ
て
い
た
。
但
し
、
彼
ら
は
当
時
か
ら
『
千
年
紀
転
換
期
』

に
書
か
れ
て
い
る
も
の
全
て
が
舞
台
上
で
実
現
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
20
。

　
『
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
』
が
四
幕
構
成
に
な
っ
た
の
は
技
術
的
な

理
由
で
あ
っ
た
。
一
九
八
一
年
の
イ
ッ
レ
ー
シ
ュ
の
コ
ン
サ
ー
ト
映
画
の

興
行
が
成
功
し
、
コ
ル
タ
イ
が
監
督
す
る
新
し
い
音
楽
映
画
の
制
作
が
可

能
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
映
画
の
脚
本
作
り
が
大
幅
に
遅
れ
た
た
め
、

彼
ら
は
音
楽
家
と
し
て
む
し
ろ
レ
コ
ー
ド
化
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
考
え
に
至
っ
た
。
そ
の
結
果
、
二
枚
組
の
レ
コ
ー
ド
ア
ル
バ
ム
（
四
面
）

に
合
わ
せ
て
物
語
は
四
部
構
成
に
、
ま
た
レ
コ
ー
ド
の
片
面
の
収
録
可
能

時
間
が
約
二
〇
分
な
の
で
劇
の
長
さ
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
制
作
さ
れ
た
。

こ
の
録
音
が
一
九
八
三
年
八
月
の
『
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
』
初
演
時

の
下
敷
き
と
な
り
、
そ
の
際
に
収
録
さ
れ
た
野
外
劇
の
映
像
か
ら
翌
年
に

映
画
が
制
作
さ
れ
た
21
。
こ
の
た
め
『
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
』
は
『
千

年
紀
転
換
期
』
の
内
容
を
大
幅
に
凝
縮
し
、
必
要
に
応
じ
て
改
変
さ
れ
て

い
る
。
ブ
ロ
ー
デ
ィ
は
二
〇
一
〇
年
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
カ
ー
ダ
ー
ル

と
ナ
ジ
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
は
『
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
』
よ
り
も
『
千
年

紀
転
換
期
』
の
方
に
強
く
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー

の
描
写
が
当
時
は
頻
繁
に
カ
ー
ダ
ー
ル
擁
護
だ
と
見
な
さ
れ
た
こ
と
を
振

り
返
っ
て
い
る
22
。

一
︱
三
　
解
釈
の
多
義
性

　

前
述
の
通
り
、『
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
』
は
「
一
九
五
六
年
」
の
ア

ナ
ロ
ジ
ー
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
通
例
だ
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
の
制

作
に
携
わ
っ
た
者
た
ち
に
対
す
る
各
種
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
参
照
す
る
限
り
、

彼
ら
が
当
初
か
ら
「
一
九
五
六
年
」
に
擬
え
た
構
図
を
目
指
し
て
い
た
と

は
言
い
難
い
。
例
え
ば
作
詞
者
の
ブ
ロ
ー
デ
ィ
は
二
〇
〇
八
年
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
よ
う
な
小
さ
な
民
族
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
追
求
す
る
た
め
に
絶
え
ず
諸
大
国
と
戦
わ
ね
ば
な
ら
な
い
一
方
で
、

同
盟
な
し
に
は
歴
史
を
生
き
延
び
ら
れ
な
い
と
い
う
矛
盾
が
様
々
に
ハ
ン

ガ
リ
ー
史
全
体
で
進
行
し
て
い
た
こ
と
が
彼
に
と
っ
て
興
奮
さ
せ
ら
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
一
〇
世
紀
末
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
家
が
形
成



122

さ
れ
た
頃
に
も
こ
の
矛
盾
が
基
本
対
立
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
イ
シ
ュ

ト
ヴ
ァ
ー
ン
と
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
の
対
立
が
そ
れ
を
象
徴
し
て
い
た
と
考
え

て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
23
。
二
〇
一
〇
年
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
ブ
ロ

ー
デ
ィ
が
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
矛
盾
の
描
写
が
『
国
王
イ
シ

ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
』
の
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、「〔
ハ
ン
ガ
リ
ー
〕
民

族
の
運
命
の
問
題
を
強
く
言
い
当
て
」
て
い
た
24
。
こ
の
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル

ギ
ー
が
比
較
的
良
質
で
多
義
的
で
あ
っ
た
た
め
、
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
と

コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
の
対
立
が
様
々
な
目
的
に
用
い
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た

と
彼
は
考
え
て
い
た
25
。
な
お
、
ブ
ロ
ー
デ
ィ
は
一
九
八
三
年
八
月
の
上

演
に
向
け
た
稽
古
現
場
を
取
材
し
た
国
営
テ
レ
ビ
の
番
組
で
イ
ン
タ
ビ
ュ

ア
ー
か
ら
本
作
品
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
時
に
「
永
遠
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
問

題ö
rö

k
 m

agyar p
ro

b
lém

a

」
が
扱
わ
れ
て
い
る
と
い
う
見
解
を
示
し

て
い
る
26
。『
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
』
で
扱
わ
れ
る
テ
ー
マ
は
ハ
ン

ガ
リ
ー
史
を
貫
く
課
題
で
あ
る
と
い
う
彼
の
説
明
は
初
演
当
時
か
ら
継
承

さ
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

二
　
三
〇
周
年
記
念
版

二
︱
一
　
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
か
ら
の
改
変
と
批
判

　
『
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
』
の
初
演
か
ら
三
〇
周
年
を
迎
え
た
二
〇

一
三
年
八
月
に
は
ア
ル
フ
ェ
ル
デ
ィ
・
ロ
ー
ベ
ル
トA

lfö
ld

i R
ó
b
ert

が

「I. K
. 3.0

」
と
銘
打
っ
た
記
念
公
演
を
演
出
し
た
。
ア
ル
フ
ェ
ル
デ
ィ
は

二
〇
〇
八
年
か
ら
五
年
の
任
期
で
国
民
劇
場
の
支
配
人
を
務
め
て
い
た
が
、

二
〇
一
〇
年
春
に
成
立
し
た
第
二
次
オ
ル
バ
ー
ン
政
権
に
よ
る
次
期
支
配

人
の
選
考
に
漏
れ
、
二
〇
一
三
年
六
月
末
で
退
任
し
て
い
た
27
。
退
任
直

前
の
同
年
五
月
に
は
首
相
特
使
を
務
め
て
い
た
演
出
家
の
ケ
レ
ー
ニ
・
イ

ム
レK

erén
yi Im

re

が
ア
ル
フ
ェ
ル
デ
ィ
た
ち
の
活
動
を
批
判
す
る
際

に
ゲ
イ
の
蔑
称
を
用
い
た
こ
と
で
左
右
両
派
か
ら
激
し
い
批
判
を
受
け

た
28
。
同
年
九
月
、
国
民
劇
場
支
配
人
の
在
職
期
間
を
振
り
返
っ
た
本
の

中
で
ア
ル
フ
ェ
ル
デ
ィ
は
ゲ
イ
で
あ
る
こ
と
を
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
29
、

そ
の
後
は
プ
ラ
イ
ド
・
パ
レ
ー
ド
な
ど
の
性
的
少
数
者
の
権
利
擁
護
を
求

め
る
運
動
に
も
積
極
的
に
関
与
し
て
い
る
。

　

ア
ル
フ
ェ
ル
デ
ィ
が
演
出
し
た
『
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
』
は
二
〇

一
三
年
八
月
一
七
・
一
八
・
二
〇
日
に
セ
ゲ
ド
の
大
聖
堂
広
場
に
設
け
ら

れ
た
野
外
劇
場
で
、
八
月
三
〇
・
三
一
日
に
は
ブ
ダ
ペ
シ
ュ
ト
で
上
演
さ

れ
た
。
八
月
二
〇
日
に
は
セ
ゲ
ド
で
の
公
演
の
映
像
が
主
要
民
放
テ
レ
ビ

局
の
一
つR

T
L K

lu
b

で
も
放
送
さ
れ
た
。
三
〇
周
年
記
念
版
は
主
要
登

場
人
物
が
現
代
風
の
衣
装
や
小
道
具
を
用
い
る
な
ど
非
常
に
斬
新
な
演
出

が
な
さ
れ
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
の
コ
ル
タ
イ
に
よ
る
演
出
か
ら
の
脱
却
の

試
み
に
つ
い
て
は
認
識
さ
れ
た
が
30
、
三
〇
周
年
記
念
版
は
上
演
直
後
か

ら
厳
し
い
批
判
を
受
け
た
。

　

技
術
的
な
部
分
で
は
、
音
楽
お
よ
び
役
者
の
振
り
付
け
が
主
に
批
判
対

象
と
な
っ
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
は
物
語
だ
け
で
な
く
歌
そ
の
も
の
も
重
視

し
て
お
り
、
主
要
登
場
人
物
に
は
歌
手
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
き

た
者
が
登
用
さ
れ
た
31
。
こ
れ
に
対
し
て
三
〇
周
年
記
念
版
の
主
要
登
場
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人
物
は
役
者
と
し
て
活
動
す
る
人
た
ち
が
演
じ
32
、
音
楽
も
全
体
的
に
速

く
演
奏
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
と
比
較
す
る
と
役
者
の
声
量

不
足
や
音
程
の
外
れ
、
ピ
ッ
チ
の
ず
れ
が
散
見
さ
れ
た
33
。
振
り
付
け
に

関
し
て
は
後
述
す
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
と
の
演
出
の
違
い
は
様
々
に
挙
げ

ら
れ
る
が
、
以
下
で
は
三
〇
周
年
記
念
版
を
解
釈
す
る
上
で
重
要
と
思
わ

れ
る
五
点
を
紹
介
し
た
い
。

①
外
部
勢
力
の
描
写

　

ま
ず
は
ロ
ー
マ
か
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
会
と
そ
の
聖
職
者
の
描
か
れ
方
で

あ
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
で
も
十
字
架
を
持
っ
た
宣
教
師
た
ち
が
舞
台
上
を

歩
く
描
写
は
効
果
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
三
〇
周
年
記
念
版
で
は
黒

衣
で
顔
も
覆
っ
た
者
た
ち
が
赤
い
十
字
架
を
持
つ
演
出
が
な
さ
れ
た
34
。

こ
の
赤
い
十
字
架
は
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
軍
と
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
軍
の
戦
い

の
場
面
で
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
側
の
人
々
（
異
教
徒
）
を
殺
す
道
具
と
し
て
も

用
い
ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
が
戦
争
に
積
極
的
に
協
力
を
し
て
い
る
様
子
が

描
か
れ
た
。
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
派
に
対
峙
す
る
黒
衣
の
集
団
に
は
、
黒
い
ス

ー
ツ
に
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
た
男
性
集
団
や
黒
い
覆
面
目
出
し
帽
を
被
っ

て
ラ
イ
フ
ル
銃
を
持
つ
者
た
ち
も
登
場
し
た
。
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
会
の
描

き
方
に
対
し
て
は
「
反
キ
リ
ス
ト
教
的
」（
少
な
く
と
も
「
反
キ
リ
ス
ト
教

教
会
的
」）
で
あ
る
と
捉
え
た
右
派
か
ら
批
判
が
浴
び
せ
ら
れ
た
35
。

　

ド
イ
ツ
騎
士
た
ち
の
描
か
れ
方
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
と
は
大
き
く
異
な
る
。

彼
ら
の
衣
装
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
期
の
国
防
軍
の
軍
服
を
想
起
さ
せ
る
も

の
で
36
、
ラ
ボ
ル
ツ
の
処
刑
の
場
面
で
の
発
砲
や
戦
争
の
場
面
で
の
コ
ッ

パ
ー
ニ
ュ
派
へ
の
一
斉
射
撃
の
よ
う
に
、
無
慈
悲
に
敵
を
殺
す
集
団
と
し

て
演
出
さ
れ
て
い
た
。
キ
リ
ス
ト
教
会
と
ド
イ
ツ
騎
士
と
い
う
イ
シ
ュ
ト

ヴ
ァ
ー
ン
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
る
外
部
勢
力
が
命
を
奪
う
ほ
ど
の
暴
力

を
伴
っ
て
い
た
点
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
と
比
べ
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。

②
演
技
す
る
ゲ
ー
ザ
の
存
在

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
版
の
ゲ
ー
ザ
は
歌
詞
で
の
言
及
お
よ
び
葬
儀
の
場
面
で
の

棺
の
登
場
の
み
で
あ
っ
た
が
、
三
〇
周
年
記
念
版
で
は
ゲ
ー
ザ
役
が
姿
を

見
せ
、
第
一
幕
中
盤
に
彼
の
死
の
場
面
と
台
詞
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
の
場

面
で
は
、
ラ
ボ
ル
ツ
が
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
神
は
必

要
な
い
」
と
歌
っ
た
直
後
に
ゲ
ー
ザ
は
「
否
、
必
要
だ
！
」
と
反
論
し
て

倒
れ
、
そ
の
ま
ま
亡
く
な
る
。

　

こ
の
追
加
さ
れ
た
台
詞
に
関
し
て
は
、
ア
ル
フ
ェ
ル
デ
ィ
が
イ
シ
ュ
ト

ヴ
ァ
ー
ン
と
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
の
対
立
を
当
人
た
ち
は
気
づ
か
ず
に
ロ
ー
マ

教
会
（
な
い
し
ア
ス
ト
リ
ク
）
に
よ
っ
て
人
為
的
に
作
ら
れ
た
偽
り
の
対

立
と
し
て
描
い
て
お
り
、
そ
れ
は
体
制
転
換
か
ら
二
〇
年
以
上
が
経
過
し

て
外
国
の
圧
力
に
従
う
よ
う
に
歴
史
上
強
制
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
可

能
な
現
実
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
時
代
（
す
な
わ
ち
二
〇
一
三
年
当
時
）

に
も
論
理
的
で
あ
る
と
い
う
分
析
が
あ
る
37
。
こ
の
分
析
に
従
う
な
ら
ば
、

追
加
さ
れ
た
ゲ
ー
ザ
の
台
詞
は
後
に
訪
れ
る
肉
親
同
士
の
争
い
の
悲
劇
性

を
よ
り
強
調
す
る
役
割
を
果
た
す
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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③
レ
ー
カ
と
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
接
近

　

第
二
幕
の
最
後
、
ゲ
ー
ザ
を
継
い
で
公
と
な
っ
た
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン

が
祝
宴
の
後
で
苦
悩
し
て
神
に
祈
る
場
面
で
は
、
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
が

レ
ー
カ
に
頼
る
よ
う
に
心
を
通
わ
せ
て
共
に
歌
う
も
、
そ
こ
に
現
れ
た
ト

ル
ダ
に
レ
ー
カ
は
連
れ
て
行
か
れ
、
レ
ー
カ
に
追
い
す
が
ろ
う
と
し
た
が

届
か
ず
に
舞
台
上
に
横
た
わ
っ
た
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
に
十
字
架
の
影
が

掛
か
る
と
い
う
演
出
が
な
さ
れ
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
の
レ
ー
カ
は
祈
る
イ

シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
を
遠
く
か
ら
見
つ
め
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
①
・
②
と
併

せ
、
こ
こ
で
も
十
字
架
が
人
々
を
分
断
す
る
存
在
の
象
徴
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
。

　

レ
ー
カ
は
『
千
年
紀
転
換
期
』
で
創
作
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
ブ
ロ
ー

デ
ィ
は
二
〇
〇
八
年
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
彼
女
を
気
に
入
っ
て
い
る
と
述

べ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
そ
の
人
物
像
を
彼
が
創
作
し
た
こ
と
に
よ
る
だ

け
で
な
く
、
作
中
で
彼
女
が
根
本
的
な
対
立
を
解
決
し
う
る
人
民
の
知
恵

を
象
徴
し
、
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
と
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
の
対
立
を
解
決
し
よ

う
と
し
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
38
。
三
〇
周
年
記
念
版
で
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ

ー
ン
が
レ
ー
カ
と
交
流
す
る
演
出
に
改
変
さ
れ
た
こ
と
で
、
イ
シ
ュ
ト
ヴ

ァ
ー
ン
の
苦
悶
を
観
客
に
よ
り
強
く
印
象
づ
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
こ
の
よ
う
な
形
で
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
が
演
出

さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
は
「
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
は
ド
ブ
ジ
ェ
・
ラ
ー
ス

ロ
ー
〔
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
と
し
て
は
ウ
ラ
ー
ス
ロ
ー
二
世
。
一
五
世
紀
末
に

ボ
ヘ
ミ
ア
王
と
し
て
フ
ス
派
と
の
和
解
を
成
立
さ
せ
た
〕
で
は
な
い
」
と

ア
ル
フ
ェ
ル
デ
ィ
の
歴
史
認
識
を
誤
り
だ
と
指
摘
し
、
こ
の
演
出
の
コ
ン

セ
プ
ト
は
時
代
を
問
わ
ず
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
失
敗
し
て
い
る
と
い
う
批
判

も
寄
せ
ら
れ
た
39
。

④
マ
ジ
ャ
ル
人
の
民
の
描
か
れ
方

　

三
〇
周
年
記
念
版
で
の
振
り
付
け
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
と
比
べ
て
マ

ジ
ャ
ル
人
の
民
の
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
さ
や
野
蛮
さ
が
強
調
さ
れ
た
40
。
例
え

ば
、
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
と
ギ
ゼ
ラ
の
結
婚
を
祝
う
宴
の
場
面
で
地
面
の

上
に
置
か
れ
た
皿
の
中
の
食
べ
物
を
犬
食
い
す
る
演
技
や
、
ゲ
ー
ザ
の

葬
儀
の
場
面
で
は
顔
に
泥
を
塗
り
た
く
っ
て
追
悼
す
る
演
技
が
見
ら
れ

た
。
特
に
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
配
下
の
民
の
演
出
で
そ
の
傾
向
が
強
く
、
第
三

幕
の
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
と
の
戦
争
に
備
え
て
士
気
を
高
め
る
場
面
で
は
、

（
作
り
物
の
）
馬
の
首
を
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
が
刎
ね
て
大
量
の
血
（
を
模
し
た

液
体
）
が
流
れ
る
の
を
見
た
一
同
が
気
勢
を
上
げ
た
り
、
女
性
た
ち
が
髪

を
振
り
乱
し
て
叫
ん
だ
り
し
た
41
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
版
と
は
異
な
り
、
戦
い
に
敗
れ
て
傷
つ
き
力
の
無
い
コ
ッ

パ
ー
ニ
ュ
派
の
民
も
舞
台
上
に
残
し
、
勝
利
に
喜
ぶ
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン

派
と
対
照
的
な
様
子
を
見
せ
な
が
ら
第
四
幕
を
進
め
た
の
も
三
〇
周
年
記

念
版
の
特
徴
で
あ
る
。
①
か
ら
③
で
述
べ
た
よ
う
に
、
三
〇
周
年
記
念
版

で
は
外
部
勢
力
に
よ
っ
て
人
々
が
分
断
さ
れ
て
い
る
状
況
を
オ
リ
ジ
ナ
ル

版
よ
り
も
強
調
な
い
し
明
示
す
る
か
の
よ
う
な
演
出
が
行
わ
れ
た
。
傷
つ

い
た
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
派
の
人
々
を
退
場
さ
せ
な
か
っ
た
演
出
に
も
、
人
々

の
間
で
の
分
断
や
そ
の
影
響
を
敢
え
て
認
識
さ
せ
る
効
果
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。



体制転換と作品解釈におけるアクチュアリティの変容

125

⑤
聖
王
冠
型
の
檻
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る一同
と
ハン
ガ
リ
ー
国
歌
の
斉
唱

　

三
〇
周
年
記
念
版
で
は
舞
台
上
に
鉄
製
格
子
状
の
檻
の
よ
う
な
櫓
が
設

け
ら
れ
、
そ
の
上
で
音
楽
の
演
奏
や
一
部
の
演
技
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
櫓

の
天
井
に
は
十
字
を
渡
し
た
ド
ー
ム
状
の
蓋
が
付
い
て
い
た
。
言
う
ま
で

も
な
く
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
聖
王
冠
を
模
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
第
四

幕
最
後
の
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
戴
冠
の
場
面
で
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
が

最
後
の
台
詞
「
あ
な
た
と
共
に
、
神
よ
。
し
か
し
あ
な
た
抜
き
で
」
を
述

べ
た
後
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
に
は
な
か
っ
た
場
面
が
以
下
の
よ
う
に
追
加
さ

れ
た
。
舞
台
上
の
演
者
た
ち
が
こ
の
櫓
に
入
り
、
檻
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
。

気
づ
い
た
民
た
ち
が
騒
ぎ
始
め
る
中
、
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
が
ハ
ン
ガ
リ

ー
国
歌
を
歌
い
始
め
た
。
吟
遊
詩
人
は
檻
の
外
か
ら
こ
の
光
景
を
見
て
い

る
。
次
第
に
皆
が
彼
に
同
調
し
て
国
歌
を
歌
う
よ
う
に
な
り
、
そ
の
中
で

天
井
の
聖
王
冠
を
模
し
た
ド
ー
ム
に
十
字
架
が
立
つ
。
国
歌
を
歌
い
終
わ

る
と
暗
転
し
て
劇
は
終
わ
っ
た
。

　

こ
の
檻
の
演
出
に
関
し
て
は
劇
中
で
明
確
な
答
え
が
提
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
苦
悩
す
る
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン

を
ハ
ム
レ
ッ
ト
に
擬
え
て
彼
が
「
デ
ン
マ
ー
ク
の
牢
獄
」
な
ら
ぬ
王
冠
型

の
檻
と
し
て
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
囚
わ
れ
た
の
だ
と
す
る
見
解
が
あ
る
42
。

ま
た
、
②
で
述
べ
た
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
と
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
の
対
立
が
ロ

ー
マ
教
会
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
す
る
見
解
の
延
長
と
し
て
、
不

運
が
今
日
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
を
分
断
し
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
と
い

う
分
析
も
見
ら
れ
る
43
。
国
歌
の
演
出
に
関
し
て
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
の
作

曲
者
の
セ
レ
ー
ニ
か
ら
も
違
和
感
が
表
明
さ
れ
た
44
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
三
〇
周
年
記
念
版
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
か
ら
様
々
な

改
変
が
な
さ
れ
た
が
、
特
に
ロ
ー
マ
教
会
（
な
ら
び
に
そ
の
協
力
者
で
あ

る
ド
イ
ツ
騎
士
た
ち
）
と
い
う
外
部
勢
力
に
よ
っ
て
マ
ジ
ャ
ル
人
が
分
断

さ
れ
て
い
る
状
況
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
よ
り
も
強
調
さ
れ
、
十
字
架
が
そ
の

象
徴
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
セ
レ
ー
ニ
と
ブ
ロ
ー
デ
ィ
は
八
月
一
七
日
の
セ
ゲ
ド
で
の
初
演
時
に

三
〇
周
年
記
念
版
を
初
め
て
鑑
賞
し
た
。
セ
レ
ー
ニ
は
詩
（
歌
詞
）
を
重
視

し
た
ア
ル
フェル
デ
ィ
が
歌
詞
以
上
に
コ
ン
セ
プ
ト
に
近
づ
け
る
音
楽
面
を
犠
牲

に
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
残
念
に
思
う
旨
や
、
劇
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
三
〇
年
前

の
時
代
と
比
べ
て
変
わ
ら
ず
に
作
品
中
に
集
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
ア

ル
フ
ェル
デ
ィ
の
演
出
に
対
し
て
違
和
感
を
表
明
し
た
45
。
一
方
、
ブ
ロ
ー
デ
ィ

は
明
言
を
避
け
な
が
ら
も
三
〇
周
年
記
念
版
を
鑑
賞
し
た
時
に
つ
い
て
「
自

分
が〔『
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
』
と
い
う
〕
作
品
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
好
き

な
作
者
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
」
と
言
い
添
え
て
お
り
、
ア
ル
フェル
デ
ィ

の
演
出
に
何
ら
か
の
不
満
を
抱
い
た
こ
と
は
う
か
が
え
る
46
。

二
︱
二
　
そ
の
後
の
反
響

　

劇
中
で
の
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
や
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
職
者
の
描
か
れ
方

は
、
特
に
急
進
右
派
か
ら
激
し
く
攻
撃
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
急
進
右
派
系

の
ヨ
ッ
ビ
ク
47
の
セ
ゲ
ド
支
部
の
党
員
で
同
市
議
会
議
員
の
ケ
レ
ス
ト
ウ
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ー
リ
・
フ
ァ
ル
カ
シ
ュ
・
チ
ャ
バK

eresztú
ri Fark

as C
sab

a

は
二
〇

一
三
年
八
月
一
六
日
の
ゲ
ネ
プ
ロ
を
鑑
賞
し
た
感
想
を
急
進
右
派
系
の
ブ

ロ
グK

u
ru

c.in
fo

に
寄
稿
し
た
。
こ
の
中
で
彼
は
三
〇
周
年
記
念
版
が

「
民
族
へ
の
象
徴
的
な
侮
辱
の
奥
深
い
温
床
と
し
て
、
最
も
聖
な
る
我
々

の
感
情
と
信
念
を
泥
へ
と
貶
め
た
」、「
我
々
の
民
族
的
存
在
の
破
壊
と
反

教
権
主
義
に
塗
れ
た
も
の
に
な
っ
た
」
と
攻
撃
し
、
同
作
の
目
的
を
「
聖

職
者
た
ち
へ
の
侮
辱
を
表
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
去
数
世
紀
に
お
い

て
国
民
的
＝
キ
リ
ス
ト
教
的
諸
基
礎
に
も
と
づ
い
て
機
能
し
て
き
た
我
々

の
王
国
を
完
全
に
無
効
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
断
じ
た
48
。

　

こ
の
た
め
、
ブ
ダ
ペ
シ
ュ
ト
で
の
公
演
時
に
は
会
場
の
前
で
急
進
右
派

の
諸
団
体
に
よ
る
上
演
反
対
の
抗
議
活
動
が
、
ま
た
、
会
場
近
く
で
は
こ

の
動
き
に
対
抗
す
る
集
会
が
開
か
れ
た
49
。
こ
の
一
連
の
動
き
は
ハ
ン
ガ

リ
ー
で
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
強
ま
っ
た
街
頭
の
政
治
と
そ
の
両
極
化

を
如
実
に
描
き
出
す
も
の
で
あ
っ
た
。
主
な
新
聞
や
雑
誌
、
テ
レ
ビ
等
で

の
劇
評
は
こ
う
し
た
上
演
反
対
要
求
を
め
ぐ
る
状
況
に
対
し
て
、
例
え
ば

「
政
治
的
あ
る
い
は
そ
の
他
の
、
劇
場
や
芸
術
家
と
は
異
質
な
興
奮
」50

と
評
し
て
否
定
的
で
あ
っ
た
。

二
︱
三
　
体
制
転
換
後
の
ア
ク
チ
ュア
リ
テ
ィ
の
変
容

　

体
制
転
換
後
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
西
欧
型
の
議
会
主
義
と
市
場
経
済
を

基
盤
と
し
た
政
策
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
一
九
九
九
年
三
月
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

加
盟
、
二
〇
〇
四
年
五
月
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
、
更
に
二
〇
〇
七
年
一
二
月
の
シ

ェ
ン
ゲ
ン
協
定
加
盟
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
人
や
資
本
の
移
動
の
面
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
他
の
国
際
経
済
と
更
に
密
接
な
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
を
示
す
。
そ
う
し
た
中
で
国
内
政
治
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
か
ら

社
会
党
と
フ
ィ
デ
ス
の
間
で
の
左
右
両
極
化
の
下
で
諸
政
党
の
勢
力
図
が

大
き
く
変
化
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
は
左
派
の
退
潮
と
急
進
右

派
勢
力
の
台
頭
が
顕
著
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
の
総
選
挙
で
勝
利
し
た
フ

ィ
デ
ス
と
キ
リ
ス
ト
教
民
主
人
民
党
に
よ
っ
て
成
立
し
た
第
二
次
オ
ル
バ

ー
ン
政
権
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
国
会
で
の
多
数
派
を
背
景
と
し
た
全
体

的
な
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
路
線
の
下
で
、
伝
統
へ
の
回
帰
、
メ
デ
ィ
ア
の
統
制

強
化
、
近
年
の
難
民
問
題
に
対
す
る
強
硬
路
線
と
Ｅ
Ｕ
批
判
な
ど
が
国
際

的
に
も
議
論
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
以
下
で
は
こ
う
し
た
状
況
下
で
ア

ル
フ
ェ
ル
デ
ィ
が
演
出
し
よ
う
と
し
た
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
考
察
し
た

い
。

　

一
九
九
〇
年
以
降
、
社
会
主
義
体
制
の
放
棄
と
ソ
連
軍
の
撤
退
と
い

う
形
で
外
部
勢
力
は
去
り
、「
一
九
五
六
年
」
の
一
連
の
契
機
と
な
っ
た

学
生
デ
モ
が
起
き
た
一
〇
月
二
三
日
は
国
民
の
祝
日
と
な
り
、「
一
九
五

六
年
」
の
体
験
を
め
ぐ
る
国
民
の
間
で
の
分
断
も
公
式
に
は
昇
華
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
初
演
当
時
か
ら
の
「
一
九
五
六
年
」
に
擬
え
た
解
釈
は
ア
ク
チ

ュ
ア
リ
テ
ィ
を
失
う
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ

う
に
、
そ
の
後
も
「
一
九
五
六
年
」
に
擬
え
た
解
釈
が
体
制
転
換
の
記
憶

と
結
び
つ
け
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
に
関
し
て
は
『
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
民
』
で
代
表
的
な
論
客
だ
っ
た
ペ

テ
ー
・
テ
ィ
ボ
ルP

ethő  T
ib

o
r

の
分
析
が
興
味
深
い
。
彼
は
引
喩
に
満
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ち
た
本
作
が
各
時
代
に
理
解
さ
れ
う
る
方
法
で
脚
色
さ
れ
て
き
た
こ
と
を

指
摘
し
、
例
え
ば
一
九
八
三
年
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
を
「
根
本
的
に
「
反
対

派
な
」
構
成
の
作
品
」
と
評
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
社
会
主
義
体
制
が
倒

れ
た
後
、
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
に
カ
ー
ダ
ー
ル
を
見
出
す
解
釈
は
消
え
、

『
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
』
の
音
楽
は
体
制
転
換
と
そ
れ
に
続
く
年
月

と
ほ
ぼ
軌
を
一
に
し
て
美
し
き
象
徴
と
な
っ
た
51
。
す
な
わ
ち
、『
国
王

イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
』
が
体
制
転
換
の
象
徴
と
し
て
一
九
九
〇
年
代
に
は

美
化
さ
れ
た
と
彼
は
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

体
制
転
換
後
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
ペ
テ
ー
は
次
の
よ
う
に
解
説
し
た
。

「
第
一
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
幻
想
が
取
り
除
か
れ
て
摩
耗
し
、
そ
れ
に

伴
っ
て
全
て
が
冷
た
く
、
形
式
主
義
的
に
な
っ
た
。
諸
理
念
は
価
値
を
失

い
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
た
ち
は
一
九
九
〇
年
頃
よ
り
も
悪
い
精
神
状
態
へ

と
陥
っ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
人
民
は
〔
自
ら
を
〕
守
る
力
が
無
く
敗
れ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
敗
北
し
た
こ
と
、
よ
り
正
確
に
は
、
狼
狽
さ
せ
る
よ
う
な
、

む
し
ろ
痛
ま
し
い
幻
想
の
無
さ
が
ア
ル
フ
ェ
ル
デ
ィ
の
演
出
し
た
『
国
王

イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
』
を
貫
い
て
い
る
」
と
ペ
テ
ー
は
分
析
し
た
52
。
す

な
わ
ち
、
体
制
転
換
後
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
の
社
会
変
動
に
人
々
は
疲
弊
し
、

そ
の
閉
塞
感
の
強
ま
り
を
三
〇
周
年
記
念
版
の
『
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー

ン
』
は
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
し
て
提
示
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
見
解
で

あ
る
。

　

そ
の
提
示
の
た
め
に
ア
ル
フ
ェ
ル
デ
ィ
が
取
り
組
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る

の
は
、
実
在
す
る
政
治
家
を
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
と
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
の
対

立
に
投
影
さ
せ
る
と
い
う
従
来
の
手
法
で
は
な
く
53
、
外
部
勢
力
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
人
々
の
分
断
の
強
調
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
の
外
部

勢
力
は
具
体
的
な
対
象
を
指
す
と
い
う
よ
り
も
、
体
制
転
換
後
の
ハ
ン
ガ

リ
ー
社
会
の
変
化
全
般
を
指
す
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
そ
の
結

果
と
し
て
、
彼
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
演
出
の
試
み
54
や
現
状
の
政
治
に

対
す
る
消
極
的
・
否
定
的
な
感
情
55
の
み
が
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
て
し
ま

い
、
音
楽
・
歌
唱
・
振
り
付
け
の
技
術
的
な
課
題
も
相
ま
っ
て
、
説
得
的

な
演
出
に
は
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
『
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
』
の
初
演
か
ら
三
五
周
年
を
迎
え
た
二
〇

一
八
年
も
各
地
で
公
演
が
行
わ
れ
た
が
、
筆
者
が
確
認
す
る
限
り
、
大
き

な
混
乱
は
な
く
上
演
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
本
作
は
一
九
八
三
年
の
初
演

直
後
か
ら
「
一
九
五
六
年
」
に
擬
え
た
解
釈
が
示
さ
れ
て
き
た
。「
一
九
五

六
年
」
の
再
評
価
は
一
九
八
〇
年
代
末
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
進
行
し
、
体
制

転
換
の
理
念
的
下
支
え
の
一
つ
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
体
制
転
換
後
の

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
『
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
』
は
体
制
転
換
の
記
憶
と
共

に
美
化
さ
れ
、
一
種
の
正
典
と
な
っ
た
。
一
方
、
体
制
転
換
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
た
社
会
は
左
右
に
二
極
化
し
、
閉
塞
感
も
強
ま
っ
た
。

　

ア
ル
フ
ェ
ル
デ
ィ
が
二
〇
一
三
年
に
演
出
し
た
三
〇
周
年
記
念
版
で
は

総
じ
て
ロ
ー
マ
教
会
（
な
ら
び
に
そ
の
協
力
者
の
ド
イ
ツ
騎
士
た
ち
）
と

い
う
外
部
勢
力
に
よ
っ
て
マ
ジ
ャ
ル
人
が
分
断
さ
れ
て
い
る
状
況
が
オ
リ

ジ
ナ
ル
版
よ
り
も
強
調
さ
れ
た
。
彼
の
演
出
は
『
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
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ン
』
の
正
典
化
へ
の
批
判
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
体
制
転
換
か
ら
二
〇
年

を
経
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会
の
分
断
や
閉
塞
感
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
試

み
を
伴
っ
て
い
た
が
、
説
得
的
な
演
出
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

註1	

無
名
だ
っ
た
が
こ
の
上
演
に
合
わ
せ
て
「
王
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丘K
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o
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」
と
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た
。
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5	
P
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a vagy ap

o
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ld

.

6	

例
え
ば
ロ
ッ
ク
オ
ペ
ラ
『
ジ
ー
ザ
ス
・
ク
ラ
イ
ス
ト
・
ス
ー
パ
ー
ス

タ
ー
』（
一
九
七
一
年
初
演
）
と
の
対
比
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

P
ályi, „D

rám
a vagy ap

o
teó

zis?”, 2. o
ld

.

7	

こ
の
解
釈
に
つ
い
て
は
当
時
日
本
で
も
紹
介
さ
れ
た
。
深
谷
志
寿「
ロ

ッ
ク
・
オ
ペ
ラ
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
民
〝
熱
狂
〞：
史
話
劇
『
国
王
イ
シ
ュ

ト
ヴ
ァ
ー
ン
』」、『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
五
年
二
月
一
三
日
夕
刊
五
面
。
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（
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
は
二
〇
一
九
年
一
月
七
日
確
認
。
以

下
同
様
）
渡
邊
智
紀
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
で
音
楽
監
督
を
務
め
た
マ
ク
ラ

ー
リ
・
ラ
ー
ス
ロ
ーM

ak
láry László

に
二
〇
〇
二
年
と
二
〇
〇
七
年

に
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
参
照
し
な
が
ら
、
一
九
八
〇
年
代
当
時
の

ハ
ン
ガ
リ
ー
政
治
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
こ
の
中
で
マ
ク
ラ
ー
リ
も『
国

王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
』
が
「
一
九
五
六
年
」
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
は
な
く

普
遍
性
を
意
識
し
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
渡

邊
智
紀
「
一
九
八
〇
年
代
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
民
共
和
国
の
文
化
政
策
に

つ
い
て
の
考
察
―
ロ
ッ
ク
オ
ペ
ラ
「
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
」
を
参

考
に
―
」、『
ウ
ラ
リ
カ
』
一
五
号
、
二
〇
一
一
年
、
六
五
―
八
二
頁
。

9	
P
ályi, „D

rám
a vagy ap

o
teó

zis?”, 3. o
ld

.

10 
„M

e
g
é
rte

n
i a k

o
n
flik

tu
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é
n
y
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n
d
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s S
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d
o
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E
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rch
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2017/2, 86-92. o
ld

.

は
体
制
転
換
後
の
政
権
で
与
党
と
な
る
中
道
右

派
政
党
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
政
治
家
と
し
て
後
に
活
動

す
る
ク
ラ
ス
ナ
イ
・
ゾ
ル
タ
ー
ンK

raszn
ai Z

o
ltán

が
一
九
八
四
年

秋
に
偽
名
で
寄
稿
し
た
『
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
』
を
批
判
す
る
地

下
出
版
物
を
紹
介
し
て
い
る
。
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11 
体
制
転
換
に
「
一
九
五
六
年
」
の
記
憶
と
そ
の
正
統
性
の
奪
い
合
い

が
果
た
し
た
役
割
の
考
察
は
、
平
田
武
「1956

年
革
命
と
ハ
ン
ガ
リ
ー

現
代
史
研
究
」、『
東
欧
史
研
究
』
三
〇
号
（
二
〇
〇
八
年
）、
五
五
―
七

三
頁
に
詳
し
い
。

12 

例
え
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ld

.

で
も
、
初
演
当
時
は
反
体
制
派
の
間
で
『
国
王
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ

ー
ン
』
の
評
価
が
分
か
れ
て
い
た
こ
と
が
今
日
で
は
既
に
驚
く
べ
き
こ

と
に
映
る
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
一
九
八
〇
年
代
当
時

の
反
体
制
派
が
本
作
に
「
一
九
五
六
年
」
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
読
み
込
ん

で
肯
定
的
に
評
価
し
た
と
い
う
認
識
が
現
在
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
一
般

的
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

13 
C
só

ti, „A
z István

, a k
irály b

u
d
ap

esti elő ad
ása”. 

著
者
の
チ

ョ
ー
テ
ィ
は
二
〇
一
一
年
ま
で
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
そ

の
後
は
保
守
政
党
フ
ィ
デ
ス
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
市
民
同
盟〔
以
下
フ
ィ
デ
ス
〕

に
所
属
す
る
国
会
議
員
で
あ
る
。
フ
ィ
デ
ス
は
ブ
ダ
ペ
シ
ュ
ト
の
ビ
ボ

ー
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
学
寮
な
ど
を
中
心
に
大
学
生
な
ど
自
由
主
義

派
の
急
進
的
な
若
手
知
識
人
に
よ
っ
て
一
九
八
八
年
三
月
に
結
成
さ
れ

た
。
設
立
時
の
正
式
名
称
は
「
青
年
民
主
同
盟Fiatal D

em
o
k
raták

 
Szö

vetsége

」。
現
首
相
の
オ
ル
バ
ー
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
ルO

rb
án

 
V
ik

to
r

は
設
立
時
か
ら
の
主
要
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
こ
の
略
称
「
フ
ィ

デ
スFid

esz

」
が
そ
の
後
の
党
名
変
更
を
経
て
も
残
り
、
同
党
の
通
称

と
な
っ
て
い
る
。
フ
ィ
デ
ス
は
体
制
転
換
後
に
伝
統
主
義
や
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
へ
と
接
近
し
た
結
果
、
分
裂
・
自
壊
す
る
伝
統
主
義
的
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ス
ト
諸
政
党
の
議
員
と
支
持
者
の
受
け
皿
と
な
り
、
右
派
の
結
集

政
党
へ
と
成
長
し
た
。
平
田
武
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
の
バ
ッ
ク
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
」、
日
本
比
較
政
治
学
会
編
『
体
制
転
換

／
非
転
換
の
比
較
政
治
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
年
、
一
〇
八
頁
。
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16 

『
人
民
の
自
由
』
は
一
九
四
八
年
六
月
一
二
日
の
社
会
民
主
党
の
解
体

と
共
産
党
へ
の
合
同
に
よ
っ
て
成
立
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
勤
労
者
党
の
機

関
紙
『
自
由
な
人
民Sza

ba
d

 N
ép

』
が
前
身
で
、
勤
労
者
党
が
一
九
五

六
年
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
の
中
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会
主
義
労
働
者
党
へ

と
改
名
し
た
直
後
の
同
年
一
一
月
二
日
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
体
制
転
換

後
は
社
会
主
義
労
働
者
党
か
ら
改
称
し
て
社
会
民
主
主
義
路
線
を
強
め

た
社
会
党
と
の
関
係
を
残
し
な
が
ら
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
代
表
的
な
左
派

系
日
刊
紙
と
し
て
刊
行
を
続
け
た
が
、
二
〇
一
五
年
に
メ
デ
ィ
ア
ワ
ー

ク
ス
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
同
紙
を
買
収
し
、
翌
年
一
〇
月
八
日
付
で
経
営

難
を
理
由
に
刊
行
を
停
止
し
た
。

17　

 『
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
民
』は
一
九
三
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
保
守
系
新
聞
で
、

一
九
五
四
―
八
九
年
は
愛
国
人
民
戦
線
〔H

azafi
as N

ép
fro

n
t

〕
の
機

関
紙
と
し
て
活
動
し
た
。
体
制
転
換
後
の
同
紙
は
右
派
系
新
聞
と
な
り
、

二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
は
フ
ィ
デ
ス
の
機
関
紙
的
な
位
置
づ
け
に
あ
っ
た
が
、

経
営
者
が
オ
ル
バ
ー
ン
と
袂
を
分
か
っ
た
こ
と
が
二
〇
一
五
年
二
月
に

公
に
な
っ
た
後
、
二
〇
一
八
年
四
月
一
一
日
に
刊
行
を
停
止
し
た
。
こ

の
決
裂
が
明
る
み
に
な
っ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
四
年
が
経
っ
た
二
〇
一
九
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年
二
月
六
日
に
同
紙
は
刊
行
を
再
開
し
た
。
但
し
実
態
は
決
裂
後
に
オ

ル
バ
ー
ン
政
権
の
機
関
紙
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
『
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

時
代M

a
gya

r Id
ök

』
が
後
を
継
い
だ
形
で
あ
る
。
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P
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例
え
ば
イ
シ
ュ
ト

ヴ
ァ
ー
ン
の
声
は
ロ
ッ
ク
歌
手
の
ヴ
ァ
ル
ガ
・
ミ
ク
ロ
ー
シ
ュV

arga 
M

ik
ló

s

、
レ
ー
カ
の
声
は
著
名
な
民
謡
歌
手
の
シ
ェ
ベ
シ
ュ
チ
ェ
ー
ン
・

マ
ー
ル
タSeb

estyén
 M

árta

、
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
は
ロ
ッ
ク
歌
手
の
ヴ

ィ
キ
ダ
ー
ル
・
ジ
ュ
ラV

ik
id

ál G
yu

la

が
演
じ
た
。

32 

オ
リ
ジ
ナ
ル
版
で
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
声
を
当
て
た
ヴ
ァ
ル
ガ
と

ラ
ボ
ル
ツ
役
だ
っ
た
ナ
ジ
・
フ
ェ
ロ
ーN

agy Feró

が
第
一
幕
で
吟
遊

詩
人
と
し
てIK

-1983

の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
付
け
た
ト
ラ
バ
ン
ト

で
登
場
し
た
。
こ
の
登
場
は
ギ
ゼ
ラ
の
メ
ル
セ
デ
ス
・
ベ
ン
ツ
で
の
登

場
と
対
を
成
す
が
、
社
会
主
義
期
に
上
演
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ス

ト
が
再
演
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
吟
遊
詩
人
と
し
て
時
を
超
え
る
役

割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ヴ
ァ
ル
ガ
が
演
じ
た
吟

遊
詩
人
は
そ
の
後
も
度
々
舞
台
上
に
現
れ
、
一
連
の
展
開
を
遠
く
か
ら

見
守
っ
た
。
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『
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
』
の
シ
ス
の
騎
士
た
ち
を
想
起
さ
せ
、
ラ
イ
ト

セ
ー
バ
ー
の
代
わ
り
に
赤
色
の
十
字
架
を
持
っ
て
い
る
と
紹
介
し
た
記
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事
も
あ
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eh
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ヒ
ッ
ピ
ー
を
想
起
さ
せ
る
演
技
だ
と
評
し
た
記
事
も
あ
る
。
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n
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m
, W

eh
rm

ach
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舞
台
上
で
落
ち
着
き
が
な
い
、
振

り
付
け
が
卑
し
い
と
い
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指
摘
も
見
ら
れ
た
。Szab

ó
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, az 
állam

titk
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B

alla, „B
ró

d
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k
 vo

lt az István
, a k

irály”.

47 

正
式
名
称
は
「
ヨ
ッ
ビ
ク
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
た
め
の
運
動
」。
一
九

九
九
年
一
一
月
に
結
成
さ
れ
た
政
治
サ
ー
ク
ル
「
右
派
青
年
共
同
体

Jo
b
b
o
ld

ali Ifjú
sági K

ö
zö

sség

」（
こ
の
略
称
が
ヨ
ッ
ビ
クJo

b
b
ik

）

を
母
体
と
し
て
二
〇
〇
三
年
に
設
立
さ
れ
た
。

48 
„Fid

eszes b
eleegyezéssel, 65 m
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こ
の
論
説
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「
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n
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」
の
カ
テ
ゴ
リ
に
属
す
。

49 

『
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
民
』
に
よ
れ
ば
両
側
共
に
参
加
者
は
一
〇
〇
―
一

五
〇
名
、『
人
民
の
自
由
』
に
よ
れ
ば
急
進
右
派
側
は
八
〇
―
一
〇

〇
名
が
集
ま
っ
た
。„K

lisék
, u

n
alo

m
, W

eh
rm

ach
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k
in

ek
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Z
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53 

ブ
ロ
ー
デ
ィ
は
二
〇
〇
八
年
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会

の
分
裂
、
特
に
二
〇
〇
六
年
以
降
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
言
説

の
過
激
化
と
そ
れ
に
対
す
る
非
難
と
い
う
対
立
構
造
に
『
国
王
イ
シ
ュ

ト
ヴ
ァ
ー
ン
』
を
位
置
づ
け
た
時
の
解
釈
を
問
わ
れ
、
実
在
す
る
政
治

家
を
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
と
コ
ッ
パ
ー
ニ
ュ
の
対
立
に
投
影
す
る
こ
と

は
初
演
以
降
常
に
可
能
で
あ
っ
た
（
但
し
そ
の
他
の
登
場
人
物
た
ち
は

難
し
い
）
と
い
う
見
解
を
示
し
た
。B

alla, „B
ró

d
y csak

 egy trü
k
k
 

vo
lt az István

, a k
irály”.

54 
„“H

iszté
ria v

an
 A

lfö
ld

i re
n
d
e
zé

se
 k

ö
rü

l”- S
zö

ré
n
y
i 

Leven
te az István

, a k
irályró

l”.
55 

Szab
ó
 B

rigitta, „U
n
o
m

a”, N
épsza

ba
d

sá
g, 2013.au

gu
sztu

s 
26., 12. o

ld
.


